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よ
く
酒
盛
り
を
し
た
。
マ
ル
ク
ス
、
ウ
ェ
ー

バ
ー
、
丸ま

る

山や
ま

真ま
さ

男お

…
。
難
し
い
言
葉
が
飛
び
か

う
。
当
時
、
東
大
・
日
大
紛
争
を
契
機
に
学
生

運
動
が
燃
え
盛
っ
て
い
た
。
親
分
は
「
イ
ン

タ
ー
ン
制
度
を
廃
止
し
な
い
東
大
医
学
部
や
、

巨
額
の
使
途
不
明
金
を
隠
蔽
し
て
い
た
日
大
へ

の
反
発
は
当
然
。
問
題
は
、
大
し
た
信
念
も
な

く
騒
い
で
い
る
連
中
だ
」。
苦
学
生
の
目
に
は

茶
番
と
し
か
映
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
俺
は
保
守
主
義
者
だ
。
一
挙
に
社
会
が
変

わ
る
こ
と
は
な
い
ぞ
。
仏
革
命
も
頓
挫
し
た
。

ソ
連
も
長
く
は
持
た
な
い
だ
ろ
う
」
左
翼
的
雰

囲
気
が
支
配
す
る
中
、
超
然
と
し
て
い
た
。

　
さ
ら
に
「
な
あ
み
ん
な
、
長
崎
原
爆
の
悲
惨

さ
が
分
か
る
か
。
一
瞬
に
し
て
８
万
人
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
も
後
遺
症
に
苦
し
む
人
が
い
る
ん

だ
。
何
故
、
原
爆
投
下
の
前
に
戦
争
を
止
め
な

か
っ
た
の
か
…
」。
そ
の
目
に
は
涙
が
光
っ
て

い
た
。「
俺
は
政
治
家
に
な
る
！
一
生
貧
乏
だ
ろ

う
が
『
低
く
暮
ら
し
高
く
思
う
』
だ
よ
」

　
二
人
で
銭
湯
の
一
番
風
呂
に
つ
か
っ
た
。
親

分
は
人
使
い
が
う
ま
い
。「
銭
湯
に
は
映
画
の
ポ

ス
タ
ー
が
張
っ
て
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
招

待
券
が
あ
る
ん
だ
。
幸
い
今
日
の
番
台
は
オ
バ

さ
ん
じ
ゃ
な
い
。
あ
の
姉
ち
ゃ
ん
か
ら
も
ら
っ

て
こ
い
」
恐
る
恐
る
「
あ
の
…
映
画
の
券
っ
て

あ
る
ん
で
す
か
？
」
集
団
就
職
で
来
た
の
だ
ろ

う
か
。
新
潟
出
の
赤
い
頬
っ
ぺ
の
女
性
は
、
恥

ず
か
し
気
に
そ
っ
と
渡
し
て
く
れ
た
。
う
ま
く

い
っ
た
な
！
親
分
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
た
。

　
大お

お

隈く
ま

講
堂
か
ら
南
に
少
し
歩
く
と
坂
道
が
あ

る
。
通
称
夏な

つ

目め

坂ざ
か

通
り
。
こ
の
辺
一
帯
の
名
主

だ
っ
た
漱そ

う

石せ
き

の
父
直な

お

克か
つ

が
名
づ
け
た
。
登
り
き

る
と
二
手
に
分
か
れ
る
。
右
は
東
京
女
子
医
大

方
面
。
左
の
神か

ぐ
ら楽
坂ざ

か

方
面
を
ち
ょ
っ
と
進
む
と

喜き

久く

井い

町ち
ょ
う

。
漱
石
は
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
。
新

宿
区
喜
久
井
町
34
。
こ
こ
が
我
が
下
宿
。
３
畳

一
間
の
部
屋
が
１・２
階
に
４
つ
ず
つ
。

　

１
９
６
８
年
４
月
。
下
宿
の
一
員
と
な
る
。

親
分
は
伊
藤
一か

ず

長な
が

さ
ん
。
長
崎
市
出
身
の
政
経

学
部
５
年
生
。
１
８
０
を
超
え
る
身
長
。
す

き
っ
と
し
た
面
長
の
顔
。
７・
３
に
整
え
た
髪
。

美
男
だ
。
仕
送
り
は
な
く
、
働
き
な
が
ら
学
ん

で
い
た
。
さ
あ
歓
迎
会
。
親
分
の
号
令
一
下
、

８
人
が
車
座
に
な
る
。
出
身
は
～
福
島
県
西
白

河
郡
表
郷
村
。
分
か
ら
ん
な
～
エ
…
奥
州
白
河

の
関
の
近
く
で
す
。
東
北
か
、
遠
い
な
（
エ
ッ
、

長
崎
は
な
お
遠
い
の
に
）。
や
は
り
訛な

ま

っ
て
い

る
な
（
自
分
も
九
州
弁
丸
出
し
な
の
に
）。

　
ま
ず
飲
め
。
目
の
前
に
は
な
み
な
み
と
注つ

が

れ
た
ど
ん
ぶ
り
酒
。
目
を
つ
む
っ
て
一
気
に
流

し
こ
ん
だ
。
頭
は
グ
ラ
グ
ラ
。
よ
し
、
何
か
歌

え
！
深
夜
放
送
で
聞
い
て
い
た
『
ラ
ブ
ユ
ー
東

京
』
を
披
露
。
そ
の
後
の
こ
と
は
覚
え
て
い
な

い
。
翌
朝
は
人
生
初
め
て
の
二
日
酔
い
だ
っ
た
。

　
同
年
12
月
10
日
、
新
宿
行
き
の
都
電
の
駅
に

向
か
っ
た
。
途
中
雨
が
落
ち
て
き
た
。
折
良
く

タ
ク
シ
ー
が
き
た
。
ラ
ジ
オ
か
ら
臨
時
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
て
き
た
。〝
先
ほ
ど
府
中
刑
務
所
の
前

で
強
奪
事
件
発
生
〟
三
億
円
事
件
だ
っ
た
。
映

画
は
カ
ミ
ュ
原
作
の
『
異
邦
人
』。
人
間
の
欺ぎ

瞞ま
ん

と
不
条
理
を
描
く
名
作
と
の
触
れ
こ
み
だ
が
、

半
分
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
。「
先
輩
分
か
り
ま

し
た
か
」「
分
か
ら
ん
、
だ
が
感
じ
れ
ば
い
い
ん

だ
！
」
コ
マ
劇
場
近
く
の
食
堂
の
ビ
ー
ル
と
カ

ツ
カ
レ
ー
は
、
実
に
お
い
し
か
っ
た
。

　
親
分
は
長
崎
に
戻
り
、
市
議
・
県
議
を
務
め

た
。
出
張
の
折
に
は
花
街
へ
お
連
れ
頂
い
た
。

共
に
県
政
を
語
り
あ
え
る
嬉う

れ

し
さ
は
格
別
だ
っ

た
。
満
を
持
し
て
市
長
選
へ
。
卓
越
し
た
力
量

で
た
ち
ま
ち
九
州
市
長
会
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
。

平
和
祈
念
式
典
で
核
廃
絶
を
訴
え
る
精せ

い

悍か
ん

な
顔

は
、
あ
の
頃
と
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
４
期
目
の
選
挙
も
無
風
。
６
月
に
は
全
国
市

長
会
会
長
就
任
が
内
定
し
て
い
た
。
平
成
19
年

４
月
17
日
、
遊
説
を
終
え
た
直
後
、
暴
力
団
員

に
背
後
か
ら
撃
た
れ
た
！
無
念
の
死
に
言
葉
を

失
っ
た
。
同
年
７
月
末
、
私
は
市
長
に
な
る
。

親
分
に
背
中
を
押
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
た
。

　
翌
年
２
月
長
崎
に
向
か
っ
た
。
長
崎
湾
を
見

下
ろ
す
崖
の
上
に
建
つ
家
は
、
小
さ
く
質
素

だ
っ
た
。
遺
影
に
涙
し
、
大
き
な
人
格
と
の

出
会
い
に
感
謝
し
た
。
外
は
、
澄
み
切
っ
た
空

の
青
と
海
の
碧あ

お

が
目
に
眩ま

ぶ

し
か
っ
た
。〝
ス
ズ
キ
、

あ
の
な
ぁ
…
〟
懐
か
し
い
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

「『
下
宿
』
と
い
う
名
の
大
学
」

市長の手控え帖
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